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取扱説明書

CCS120

全残留塩素センサ



概要
こ こ では、 センサを素早 く 、 安全に校正する手順を述べています ：

安全注意事項

→ 4 ページ以降
→ 5 ページ

一般的な安全注意事項
シンボルの説明

設置

→ 7 ページ
→ 8 ページ以降

センサの寸法などの設置条件を述べています。
設置例が述べられています。

配線

→ 11 ページ以降 センサへの配線を確認でき ます。

操作

→ 14 ページ以降 この章では、 電解液の充填方法を述べています。

設定

→ 16 ページ以降 校正方法を述べています。

保守

→ 18 ページ

→ 19 ページ以降

定期的に行 う べき保守について述べています。
スペアパーツ と、 ア ク セサ リ の概要です。

ト ラブルシューテ ィ ング

→ 20 ページ以降 使用中に不具合があ る場合、 チェ ッ ク リ ス ト を使い原因を
特定し て く ださい。
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1 安全注意事項

1.1 用途

センサは水中の全残留塩素の連続式測定に適し ています。 全残留塩素 と は以下の物
質を言います ：

• 遊離残留塩素 （Cl2 （溶解）、 HOCl、 OCl-）
• 結合残留塩素 （ク ロ ラ ミ ン）
• 有機結合塩素 （例 ： シア ヌル酸）

一般的使用方法

• 飲用水、 工場用水、 冷却水、 プール水などの全残留塩素の管理
• 飲用水、 海水、 プール水、 浄水槽などの全残留塩素の測定

本装置を こ こ で説明されている以外の如何な る方法によ り 使用する こ と は、 作業者
や、 測定システム全体の安全に支障を き たすが故に許されてお り ません。

製造者は、 定められた使用方以外または誤った使用方法によ り 発生する損害につい
て責任を負いません。

1.2 据付け、 始動、 運転

以下にご注意 く ださい。

• 測定システムの設置、 校正、 操作、 保守は ト レーニングを受けた技術者によ り の
み行って く ださい。
技術者は、 作業についてシステムの管理者の承認を得て く ださい。

• 配線は、 電気技術者のみによ って行って く ださい。
• 技術者は機能説明書を熟読、 理解の上内容を順守し なければな り ません。
• 校正の前に接続が全て正し く 行われているかチェ ッ ク し て く ださい。電気的接続、

ホース、 配管の接続も問題がないかご確認 く ださい。
• 損傷のあ る製品での運転はせず、 意図されない設定が されないよ う ご注意 く だ さ

い。 損傷、 欠陥のあ る製品は記録し て く ださい。
• 測定ポ イ ン ト 不良の修正は特別な ト レーニングを受け、 認定された者のみによ り

実施可能です。
• 不具合が改善されない場合は、 誤った校正を避け る ために製品を取 り 外し て く だ

さい。
• 取扱説明書に記されない修理は、弊社のサービ ス部門においてのみ実施可能です。
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1.3 安全な操作

センサは最新の技術で設計、 テス ト され、 完全な状態で出荷されています。
関連する ヨーロ ッパの規格に適合し ています。

ユーザーは、 次の安全条件を遵守する責任を有し ます。

• 取扱説明
• 各地域での規制、 法律。

1.4 返送

修理のためにセンサを返送する場合は、 洗浄の上弊社サービ スセン ターにお送 り く
ださい。 
返送時には、 なるべ く 納入時の梱包をご使用 く ださい。

返送時には、 取扱説明書巻頭の " 安全 / 洗浄確認依頼書 " を同梱 く ださい。

" 安全 / 洗浄確認依頼書 " がない場合には修理できません !

1.5 安全記号

#
危険 !
操作者に危害を与え る可能性を示す記号です。 危険は、 適切に行わなければ人体の
損傷、 あ るいは計器の破壊を招 く 操作または手順を強調し ます。

"
警告！
不正な操作によ ってエラーを生じ させる可能性を示す記号です。 警告は、 適切に行
わなければ計器の誤動作を招 く 操作または手順を強調し ます。

!
注意 !
注意は、 操作手順の情報のなかで特に重要な項目を強調する記号です。
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2 各部の名称

2.1 製品構成

2.2 納入範囲

以下のものが納入されます ：

• センサ CCS120 1 個
• 電解液 （50 ml） 1 ボ ト ル と ノ ズル
• 交換用隔膜キ ャ ッ プ 1 個
• 取扱説明書 BA 388C 1 冊

3 設置

3.1 輸送、 受入、 保管

• 梱包に破損がないこ と を確認し て く ださい。 
荷姿の破損の程度を納入業者にお知らせ く ださい。 
事態が解決する までは、損傷を受けている梱包材料をお手元に保管し て く ださい。

• 中身について も無傷であ る こ と を確認し て く ださい。 
損傷の程度について も納入業者にお知らせ く ださい。
問題が解決する までは、 損傷を受けている製品をお手元に保管し て く ださい。

• 納入品目が完全であ るか、 注文書および出荷伝票 と照ら し合わせて確認し て く だ
さい。

• 製品の搬送 ・ 保管に使われている梱包材は、 衝撃や湿度に耐え られる物が採用さ
れています。 納入時の梱包材は最良の保護材 と し て使用でき ます。 同時に保管条
件を保つものでも あ り ます （「技術データ」 を参照）。

• ご質問は、 弊社営業所 ・ サービ ス またはお買い求めの代理店までご連絡 く ださい。

測定レンジ
A 0.1 ... 10 mg/l

ヘッド
S ねじ NPT3/4" ； プラ グ TOP68

オプション
0 な し

CCS120- 注文コー ド を使用し て く だ さい。
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3.2 設置条件

3.2.1 寸法

a0003082

図 1： 寸法



設置

8

3.3 取扱説明

3.3.1 測定システム

流通型の基本的測定機器 ：

• 全残留塩素センサ
• 変換器 リ キシス M CCM223/253
• ケーブル
• 流通型ホルダ

a0001691

図 2： 流通型用測定システム（例）

1 流通ホルダ CCA250 6 測定物流出口

2 測定物流入口 7 サンプルタ ッ プ

3 近接ス イ ッ チ 8 センサケーブル CPK9-N*A1B

4 pH/ORP 電極取付位置 9 変換器 

5 全残留塩素センサ CCS120

CAL REL

REL1

REL1

ALARM
REL2

REL2E

mg/l

25.0 ¡C

0.42

1

2

3

4

5

6 7

8

9
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侵漬測定には以下が必要です。

• 全残留塩素センサ
• 変換器、 リ キシス M CCM223/253
• ケーブル
• 浸浸ホルダ

a0003087

図 3： 浸漬モード の測定システム（例）

3.3.2 流通型ホルダ CCA250 のセンサへの取付

CCA250 は、 流通型ホルダです。
全残留塩素センサの他に、 pH、 ORP センサも併設でき ます。 流量はニード ル弁で、
30 ～ 100 l/h に制限する こ と ができ ます。 流量が、 30 l/h 以下、 または、 ゼロになる
と、 近接ス イ ッチによ り 検知され、 ア ラーム信号を発し、 薬液注入ポンプの停止 ト
リ ガー とする こ と ができ ます。

流通型ホルダの取扱説明書に使用説明と安全ガイ ド が記されています。

測定流体のサージ タ ン クへの逆流などによ り 配管などに負荷圧がかかる と きには常
に、 0.1 MPa を超えないよ う にし て く ださい。

測定流体のポンプへの逆流などによ るセンサの負圧が発生し ないよ う ご注意 く だ
さい。

1 中継端子箱 VBM 4 浸浸ホルダ

2 変換器 5 全残留塩素センサ CCS120

3 延長ケーブル CYK71

CAL REL

REL1

REL1

ALARM
REL2

REL2E

mg/ l

25.0 ¡C

0.42
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3.3.3 浸漬ホルダ CYA112 のセンサへの取付

浸漬ホルダ CYA112-AAxxx1AB が使用でき ます。
テフ ロ ン製のテープでねじ NPT3/4" を覆って く ださい。 センサをホルダにねじで取
り 付けて く ださい。

浸漬ホルダの取扱説明書に使用説明 と安全ガイ ド が記されています。

3.4 取付後のチ ェ ッ ク

• 隔膜は、 漏れの無いよ う し っか り 締め付け られているかチェ ッ ク し、 必要な場合
は交換し て く ださい。

• センサがホルダに取 り 付け ら れてい る か確認し て く だ さ い。 ホルダを使用せず
ケーブルに直接センサをぶら下げないで く ださい。
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4 配線

# 危険 ! 
• 配線は、 電気技術者のみによ って行って く ださい。
• 技術者は、 取扱説明書を熟読、 理解の上、 内容を順守し なければな り ません。
• 配線作業の前に電源線に電気がき ていないこ と を確認し て く ださい。

4.1 変換器への配線

配線は、 測定用ケーブル CPK9-N*A1B を使用し次の表に従い接続し て く ださい。
変換器の取扱説明書も参考にし て く ださい。

* 白と黄色の線は、 TOP68 コネ ク タに内部接続されています。

a0001689

図 4： TOP68 コ ネク タ のピン割当（左： オス　 右： メ ス）

TOP68 コネクタ付きケーブル リキシス

ピン 割り当て 芯線 端子

1 TC- 信号 透明（同軸中心線） 90

2 AGND 黒（同軸外測） 12

3

4 +UB（15 V） 緑 85

5 温度 黄 * 11

白 * 11

6 AGND 茶 86

S シールド 付属品 S

12

3

5

6

4

1 2

3

5

6

4
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4.2 中継端子箱を使用し た接続

センサ接続の延長時は、 中継端子箱 VBM （図 5, 図 6） が必要です。 延長ケーブルは
CYK71 が必要です。

4.3 配線後のチ ェ ッ ク

C07-COS41xxx-04-05-00-en-003.eps

図 5： 中継端子箱 VBM の側面図

C07-COS41xxx-04-05-00-en-004.eps

図 6： 中継端子箱 VBM の立面図

設置状況と仕様 注記

センサ、 中継端子箱、 ケーブルなど に損傷はないか ? 目視検査

電気接続 注記

変換器の電源電圧が、 銘板に記載さ れた仕様と 一致し て

いる か ?

AC 100/230 V

AC/DC 24 V

ケーブルの張り 過ぎ、 捻れがないか ?

ケーブルは完全に絶縁さ れている か ? 電源ケーブル / 弱電ケーブル

電源と 信号ケーブルは正し く 変換器に接続さ れている か ? CCM2x3 の接続図参照

全ての端子ねじ がし っかり 締付けら れている か ?

全ての電線口はし っかり 締付けら れシールさ れている か ? 側面の電線口： ケーブルに、

ウ ォ ータ ート ラ ッ プ（防水処理）

が必要です。
電線口は、 側面ま たは底面にある か ?
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5 操作

5.1 センサ

a0006354

図 7： センサ

5.2 測定原理

全残留塩素の濃度を測定する隔膜電極式センサです。 電極はプラチナ電極 （作用電
極） と ハロゲン化物でコーテ ィ ング された銀電極 （対電極） か ら成 り ます。 電極は
電解液に浸されてお り 、 電極および電解液は隔膜によ り 外部 （測定液） と 遮断され
ています。 測定液中に含まれる全残留塩素は、 隔膜を透過し、 電極間に加え られた
一定の電圧によ り 、 電気分解されます。 結果と し て発生し た電流は増幅 ・ 計算され、
全残留塩素濃度 と し て変換器に表示されます。

1 隔膜キャ ッ プ 3 ねじ NPT3/4"

2 測定チャ ンバ 4 TOP68 コ ネク タ

1

2

3

4
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5.3 電解液の充填

# 危険 ! 
電解液は、 飲めません。 電解液が、 皮膚に触れた り 、 目に入らぬよ う 注意し て く だ
さい。 万一、 皮膚に触れた り 、 目に入った場合は、 大量の水で洗い流し て く ださい。
目が炎症を起こ し た場合は、 医師に相談 く ださい。

" 警告 ! 
• 隔膜、 電極に触った り 、 損傷させないよ う ご注意 く ださい。
• 電解液は酸化しやすいので、 ご使用後は容器の蓋を し て く ださ い。 電解液は他の

容器に詰め替えないで く ださい。
• 電解液は、 黄色に変色し てはいけません。 1 年以上保存し ないで く ださい （ラベル

に使用期限が記載されています）。
• 隔膜キ ャ ッ プに電解液を注ぐ際は泡立たないよ う ご注意 く ださい。
• 隔膜キ ャ ッ プは一度しか使えません。

! 注意 ! 
• 粘性のあ る電解液を泡立てずに隔膜キ ャ ッ プに注ぐために、 電解液の容器は逆さ

に立てて保存し て く ださい。
• 小さ な泡は問題あ り ませんが、 大き な泡は電解液の表面に浮き上が り ますので、

取除いて く ださい。

a0001688

図 8： 隔膜キャ ッ プと 、 電解液容器

1 ノ ズル 4 隔膜キャ ッ プ

2 エアー抜き 穴 5 ゴムシール

3 電解液容器 A 電解液の充填レ ベル

1

2

3

4

A

5
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以下の手順で電解液を隔膜キ ャ ッ プに充填し て く ださい ：

1. 電解液容器を開け、 ノ ズルをねじ込み装着し て く ださい。

2. 余分な空気を容器を握 り 排出し て く ださい。

3. 隔膜キ ャ ッ プに電解液容器を固定し て く ださい （図 8）。

4. ゆっ く り 容器を握 り 、 電解液が連続的に流れる よ う に維持し ます。 電解液がネ
ジ線の下まで達する まで充填し て く ださい。

隔膜キ ャ ッ プを取 り 付けて く ださい ：

1. 測定チャ ンバを垂直に電解液の充填された隔膜キ ャ ッ プに入れて く ださい。

2. 指でゴムシール部のエアー抜き穴を塞がないよ う ご注意 く ださい。

3. 手で出来る限 り し っか り 隔膜キ ャ ッ プに締付けて く だ さ い。 測定チャ ンバ と、
隔膜キ ャ ッ プの間に隙間のないこ と を確認し て く ださい。 キ ャ ッ プにねじ込む
と きにゴムシールのエアー抜き穴から余分な電解液が漏れます。

4. 漏れた電解液はテ ィ ッ シュ などで拭取って く ださい。

5. ノ ズルの外部、 内部に電解液が残ら ないよ う 十分に水洗いし て く ださい。
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6 設定

! 注意 ! 
• 変換器の取扱説明書内の操作、 校正の手順もお読み く ださい。
• 変換器、 センサへの電源が遮断されないこ と。 電源電圧が、 2 時間以上遮断される

と きには再校正が必要です （分極時間）。
• 断続的な操作をする と きには測定機器の電源を切ら ないで く だ さ い。 薬液注入装

置はタ イマーなどで制御する こ と を推奨し ます。
塩素殺菌剤のない状態での測定が長期 （数週間） に渡った場合はセンサを一旦 と
り 外し て乾燥し て く ださい。

• 一度使用を始めた らセンサは濡れた状態でなければな り ません。

6.1 機能チ ェ ッ ク

初期設定前に以下をチェ ッ ク し て く ださい ：

• センサが正し く 取 り 付け られているか。
• 電気的接続は正しいか。

6.2 分極

カ ソード と ア ノード に、 変換器によ り 電圧が加え られる と、 電極は分極されます。
ゆえに、 変換器をセンサに通電し た後に分極時間を経過する まで校正の開始を待つ
必要があ り ます。

安定し た表示値を得る までの間、 次の分極時間が必要です ：

6.3 校正

DPD 法による校正

測定システムの校正には、 DPD 法によ る比色測定が必要です。 塩素は、 ジエチル－
p －フ ェニレ ンジア ミ ン （DPD） に反応し、 塩素濃度に比例し て赤色変化し ます。

光度計 （例 CCM182、 ア ク セサ リ 参照） は赤色変化を測定し塩素濃度を表示し ます。

最初の設定 ： 24 時間

隔膜の交換後 ： 1 - 6 時間

再設定 ： 約 4 - 24 時間



設定

17

正確な校正のための要求事項

センサの読み取 り 値は安定 （最低 5 分ド リ フ ト な く 安定） し ている こ と。
安定し ない場合には以下の一般的必要条件を確認し て く ださい。

一般的必要条件

• 分極時間の経過。
• 適切な範囲内で流量が安定。
• 測定物 と センサは同じ温度。
• pH 値が許容値内であ る。

ゼロ点調整

ゼロ点調整は、 センサを低濃度測定レ ンジ （0.1 mg/l 以下） で使用される場合に行
う こ と を推奨し ます。

ゼロ点調整は以下の手順で実施し て く ださい。

1. センサをホルダから外し ます。

2. センサを完全に清掃し ます。 センサは次のステ ッ プまで塩素に接し ない状態で
保管し て く ださい。

3. きれいな水 （塩素、 臭素の含有な し） の入った容器にセンサを入れ測定値が安
定する まで攪拌する。

4. 取扱説明書に従い変換器をゼロに設定する。

5. センサを測定物中に戻す。

スパン調整

スパン調整は以下の手順で実施し て く ださい。

1. センサをホルダに装着されていない場合は装着し ます。

2. DPD 法を実施する。 サンプルは、 設置されたセンサの傍に置いて く ださい。

3. DPD1/DPD3 法に従い、 光度計 （例 ： CCM182 ア ク セサ リ を参照） によ り 残留
塩素を求めて く ださい。

4. 測定値を変換器に入力 （変換器の取扱説明書を参照）

5. センサをはじめて設置する時は、 DPD 法によ り  24 時間後に再校正し て く ださ
い。

以下の校正イ ン ターバルを推奨し ます ：

• 飲用水、 工業用水、 冷却水 ： 条件によ る （1 ～ 4 週間）
• 水泳用プール ： 毎週
• 攪拌槽 ： 毎日

! 注意 ! 
隔膜および電解液を交換し た時は、 その都度スパン調整を行って く ださい。
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7 保守

! 注意 ! 
• 制御装置の誤っ た添加量を避け る ためにセンサの保守は定期的に行っ て く だ さ

い。
• 電極に、 油性物が触れないよ う ご注意 く ださい。
• 隔膜の清掃には、 酸、 アルカ リ 剤、 洗浄剤、 ブラ シなどは使用し ないで く ださい。

保守の一般的な周期は ：

• 飲用水、 工業用水、 冷却水 ： 条件によ る （1 ～ 4 週間）
• 水泳用プール ： 毎週
• 攪拌槽 ： 毎日
保守は次のよ う に行って く ださい ：

• センサの汚れ、 藻、 気泡など をチェ ッ ク し て く だ さ い。 必要に応じ て、 きれいな
水 と テ ィ ッ シ ュによ り 清掃し て く だ さ い。 流量の増加によ って、 気泡を排除でき
ます。

• DPD1/DPD3 法によ って変換器のセンサ値をチェ ッ ク し て く ださい。
専用の測定器を使用し て く ださい （例、 CCM182 等）。

• 必要に応じセンサを再校正し て く ださい。
• 校正が正し く 行えない と きは、 隔膜キ ャ ッ プを交換し再度校正を実施し てみて く

ださい。
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8 アクセサリ

8.1 接続用アクセサリ

• 中継端子箱 VBM
ケーブル延長用、 10 端子
IP 65、 ケーブル接続口 Pg 13.5
材質 - アル ミ ニウ ム
注文コード ： 50003987

• 延長ケーブル CYK71
変換器 と中継端子箱 と の間用ケーブル。
CCS120 および pH/ORP センサ用
注文コード ： 50085333

8.2 設置用アクセサリ

• 流通ホルダ CCA250
全残留塩素センサおよび pH、 ORP 電極を取付可能
材質ア ク リ ル

• 浸浸ホルダ CYA112-AAxxx1AB
浸漬、 開放タ ン ク、 材質 PVC 又はステンレ ス

8.3 変換器

• リ キシス M CCM223/253
塩素用変換器のフ ィ ール ド、 またはパネル取付用ハウジング 
（HART® または、 PROFIBUS も利用可能です）
製品については、 技術仕様書 （TI214C） をご覧 く ださい。
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8.4 保守 / 校正

• 測定器 CCM182 ； 光度計
塩素測定レンジ ： 0.05 - 6 mg/l
pH 測定レンジ ： 6.5 - 8.4

• CCS120 用電解液、 50 ml
注文コード 51516343

• CCS120 用サービ スキ ッ ト 、 2 個の隔膜キ ャ ッ プ と、 1 個の電解液ボ ト ル （50ml）
が、 含まれます。
注文コード 51517284

9 ト ラ ブルシューテ ィ ング

9.1 ト ラ ブルの対応

ト ラブルシ ューテ ィ ングは、 全ての測定システムを考慮する必要があ り ます。 測定
システムは、 以下よ り 成 り 立ちます。

• 変換器
• ケーブル と コネ ク タ
• ホルダ
• センサ

全残留塩素センサの考え ら れる故障の原因は以下の表に述べています。 ト ラ ブル
シューテ ィ ングの前に動作条件が、次の"技術データ "合っているかご確認 く ださい。

• 塩素濃度 （センサの測定レンジ） ： 0.1 ～ 10 mg/l
• pH 値のレンジ ： 5.5 - 9.5
• 定常温度範囲 ： 4 ～ 45 ℃
• 導電率レンジ ： 0.03 ～ 40 mS/cm
• 流量 ： 30 ～ 100 l/h

センサの測定値が、 DPD 法によ る もの と大き く 異な る場合は、 DPD 測光法 （取扱説
明書を参照） の機能不良も考慮し て く ださい。 可能であれば、 DPD 法を何度か繰返
し て く ださい。
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故障 原因 チェック内容

センサは校正さ れて

いない。 測定値が、

DPD 法によ る 値よ り

高い

分極時間に達し ていない 分極時間に達する ま で待つ

隔膜キャ ッ プが損傷を受けて

いる

隔膜キャ ッ プを交換する 。 分極

時間に達する ま で待ち、 校正を

実施する

測定物に不純物がある 測定物内の不純物を調査し

改善する

信号線のショ ート ショ ート の箇所を突き 止め、

改善する

電極と 隔膜の間隔が広すぎる 隔膜キャ ッ プを最後ま で

締め付ける

DPD 試薬の有効期限が過ぎて

いる

新し い DPD 液を使用し 、 再度校

正を行う

pH 値 < pH 5.5 pH 値を上げる （pH 5.5 ～ 9.5）

センサは校正さ れて

いない。 測定値が、

DPD 法によ る 値よ り

低い

分極時間に達し ていない 分極時間に達する ま で待つ

隔膜キャ ッ プへの異物の付着 隔膜キャ ッ プを交換する 分極化

時間に達する ま で待ち、 校正を

実施する

流速が低すぎ 流速の補正

隔膜に気泡が付着 許容さ れる 範囲内で流速を

上げる

測定物中の妨害物質（界面

活性剤、 油脂、 アルコ ール、

腐食防止剤など ）

販売店ま たはサービス センタ ー

にお問い合わせく ださ い

値が測定レ ンジを越えている 隔膜キャ ッ プを交換する 。 分極

時間に達する ま で待ち、 校正を

実施する

付着物（炭酸塩、 マンガン、

酸化鉄） が隔膜を塞いでいる

隔膜キャ ッ プを交換する 。 分極

時間に達する ま で待ち、 校正を

実施する

pH 値 > pH 9.5 pH 値を下げる （pH 5.5 ～ 9.5）

隔膜キャ ッ プに電解液が

未封入

隔膜キャ ッ プに電解液を封入
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9.2 返送

修理のためにセンサを返送する場合は、 洗浄の上弊社サービ スセン ターにお送 り く
ださい。
返送時には、 なるべ く 納入時の梱包をご使用 く ださい。

返送時には、 取扱説明書巻頭の " 安全 / 洗浄確認依頼書 " を同梱 く ださい。

" 安全 / 洗浄確認依頼書 " がない場合には修理できません !

9.3 廃棄

装置は電気部品を含みますので、 電気部品の廃棄に関する規定があ る場合はそれに
従って く ださい。

地域の法令を確認し て く ださい。

センサの測定値が、

0 mg/l
分極時間に達し ていない 分極時間に達する ま で待つ

妨害物質によ る 塩素の消滅 測定物内の不純物を調査し

改善する

ゼロ 点のシフ ト セロ 点調整の実施

基準電極の損傷 修理のためセンサを販売店

ま たはサービス センタ ーに返送

センサ電流が、 > 5 µA で

測定値が安定し ない

塩素濃度が測定レ ンジを

超えている

シス テムをチェ ッ ク し 、

故障対策、 校正を実施する

電極と 隔膜の間隔が広すぎる 隔膜キャ ッ プを最後ま で

締め付ける

センサ不良 センサを販売店ま たはサービ ス

センタ ーに返送

センサの測定値が

安定し ない

測定部での圧力変動 設置位置をチェ ッ ク し 、 必要に

応じ プロ セス を変更する

基準電極の損傷 センサを販売店ま たはサービ ス

センタ ーに返送

故障 原因 チェック内容
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10 技術データ

10.1 入力

10.2 出力

10.3 性能特性

測定パラ メ ータ 全残留塩素 遊離残留塩素（Cl2（溶解）、 HOCl、 OCl-）

結合残留塩素（ク ロ ラ ミ ン）

アプリ ケーショ ン 飲用水、 工業用水、 プロ セス 用水、 冷却水、 淡水、 海水、

水泳用プール水、 攪拌槽

測定範囲 0.1 ～ 10 mg/l
スパン 110 ～ 120 nA/（mg/l）

出力信号 0 ～ 5 µA： 伝送器、 リ キシス  M CCM223/253 への接続において

応答時間 T90 約 60 s（濃度上昇、 下降時）

分解能 0.01 mg/l
pH レンジ 5.5 ～ 9.5

pH 依存度： pH 7 → pH 8： 約 -10 %（遊離残留塩素の場合）

導電率レ ンジ 0.03 ～ 40 mS/cm

温度範囲 5 ～ 45 ℃、 急速な温度変化の無き 事。

圧力 CCA250 の測定物： 最大 0.1 MPa

流量 最適値： 40 ～ 60 l/h

最小： 30 l/h

最大： 100 l/h

測定物流速 最適値： 20 ～ 30 cm/s

最小： 15 cm/s

最大： 50 cm/s

測定妨害物質 酸化剤は、 疑似的にプラ ス の測定結果を与えま す（例： 臭素、

ヨ ウ 素、 オゾン、 二酸化塩素、 過マンガン酸塩）。

還元剤は、 疑似的にマイ ナス の測定結果を与えま す（例： 硫化

物、 亜硫酸塩、 ヒ ド ラ ジンなど ）。

隔膜の寿命  3 - 6 ヶ 月、 水質によ り 変わり ま す。
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10.4 電源

10.5 環境

10.6 機械的構造

電源 DC 15 V、 10 mA

保管温度 電解液入り ： 5 ～ 50 ℃

電解液なし ： -20 ～ +60 ℃

保護等級 IP 68

材料、 寸法 " 設置 " の章を参照

重量 約 0.14 kg

材質

（測定物と の接触部）

測定チャ ンバ

隔膜キャ ッ プ

PVC

PPE

ケーブル長 最長 15 m

温度補償 NTC 温度センサ 25 ℃ / 10 kΩ





■仙台サービス

〒 980-0011  
仙台市青葉区上杉 2-5-12 今野ﾋﾞﾙ
Tel. 022(265)2262　Fax. 022(265)8678

■横浜サービス

〒 221-0045  
横浜市神奈川区神奈川 2-8-8　第 1川島ﾋﾞﾙ
Tel. 045(441)5701　Fax. 045(441)5702

■徳山サービス

〒 745-0814 
周南市鼓海 2-118-46
Tel. 0834(25)6231　Fax. 0834(25)6232

■新潟サービス

〒 950-0923 
新潟市中央区姥ケ山 4-11-18
Tel. 025(286)5905　Fax. 025(286)5906

■名古屋サービス

〒 463-0088  
名古屋市守山区鳥神町 88
Tel. 052(795)0221　Fax. 052(795)0440

■小倉サービス

〒 802-0971 
北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6
Tel. 093(963)2822　Fax. 093(963)2832

■千葉サービス

〒 290-0054 
市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ
Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス

〒 564-0042  
吹田市穂波町 26-4 
Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■東京サービス

〒 183-0036 
府中市日新町 5-70-3
Tel. 042(314)1912　Fax. 042(314)1941

■水島サービス

〒 712-8061 
倉敷市神田 1-5-5
Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464

■計量器製造業登録工場　■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）

09.10/ マーコムグループ

BA 388C/33/JA/07.06
STAR/FM+SGML 6.0J

●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ

サービス部ヘルプデスク

〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3
Tel. 042(314)1919  Fax. 042(314)1941

本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。
また、記載内容はお断りなく変更することがありますのでご了承ください。


	CCS120
	概要
	1 安全注意事項
	1.1 用途
	1.2 据付け、始動、運転
	1.3 安全な操作
	1.4 返送
	1.5 安全記号

	2 各部の名称
	2.1 製品構成
	2.2 納入範囲

	3 設置
	3.1 輸送、受入、保管
	3.2 設置条件
	3.3 取扱説明
	3.4 取付後のチェック

	4 配線
	4.1 変換器への配線
	4.2 中継端子箱を使用した接続
	4.3 配線後のチェック

	5 操作
	5.1 センサ
	5.2 測定原理
	5.3 電解液の充填

	6 設定
	6.1 機能チェック
	6.2 分極
	6.3 校正

	7 保守
	8 アクセサリ
	8.1 接続用アクセサリ
	8.2 設置用アクセサリ
	8.3 変換器
	8.4 保守/校正

	9 トラブルシューティング
	9.1 トラブルの対応
	9.2 返送
	9.3 廃棄

	10 技術データ
	10.1 入力
	10.2 出力
	10.3 性能特性
	10.4 電源
	10.5 環境
	10.6 機械的構造


